
 

令和５年度 社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会事業報告 
 

地域住民の様々な生活課題等、地域の特性に応じた福祉活動を推進するため、令和５年度

事業計画に基づき地域福祉の推進を図るとともに、酒々井町役場、ボランティア等各種関係

団体との連携をさらに深め、住民サービスの向上に努めた。 

また、令和５年３月に策定した「酒々井町地域福祉計画・酒々井町地域福祉活動計画」の

初年度にあたり、地域福祉推進委員会を中心とした計画推進のための検討を行った。 

 

１．会の運営 

（１）理事会・評議員会の開催 

    本会の事業、組織、財政等の健全かつ適正な運営を図るための審議等を行った。 

 ① 理事会 

回数 開催日時 場 所 出席者 審 議 事 項 

第１回 
5月 26日(金) 

午前 10時～ 

役場中央庁舎 

会議室 

  

理事 8名 

監事 2名 

・令和４年度事業報告の承認について 

・令和４年度資金収支決算の承認について 

・理事及び監事候補者の推薦について 

・評議員候補者の推薦について 

・評議員選任･解任委員会の開催について 

・定時評議員会の開催について 

第２回 
6月 12日(月) 

午後 1時 30分～ 

役場分庁舎 

多目的室 

理事 10名 

監事  2名 

・会長及び副会長の選定について 

・相談役の選任について 

第３回 
10月 13日(金) 

午前 10時～ 

役場中央庁舎 

会議室 

    

理事 10名 

監事 1名 

・令和５年度資金収支補正予算（案）の同 

意について 

・評議員会の開催について 

第４回 
12月 20日（水） 

午前 10時～ 

役場分庁舎 

多目的室 

理事 10名 

監事 2名 

・社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会給 

 与規程の一部改正について 

・令和５年度資金収支補正予算（案）の同 

意について 

・評議員会の開催について 

第５回 
3月 18日（月） 

午前 10時～ 

役場分庁舎 

多目的室 

理事 10名 

監事 2名 

・社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会就 

業規則の一部改正について 

・社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会嘱 

託職員等就業規則の一部改正について 

・役員等賠償責任保険契約の締結について 

・令和５年度資金収支補正予算（案）の同 

意について 

・令和６年度事業計画（案）の同意につい 

て 

・令和６年度資金収支当初予算（案）の同 

意について 

・評議員会の開催について 

 

 

 

 



 

② 評議員選任・解任委員会 

回数 開催日時 場 所 出席者 審 議 事 項 

第１回 
5月 26日（金） 

午前 11時 30分～ 

役場中央庁舎 

会議室 
委員 3名 ・評議員の選任について 

③ 評議員会 

回数 開催日時 場 所 出席者 審 議 事 項 

第１回 
6月 12日(月) 

午前 10時～ 

役場分庁舎 

多目的室 
評議員 12名 

・令和４年度事業報告の承認について 

・令和４年度資金収支決算の承認について 

・理事及び監事の選任について 

第２回 
10月 25日（水） 

午前 10時～ 

役場中央庁舎 

会議室 
評議員 11名 

・令和５年度資金収支補正予算（案）の承 

認について 

第３回 
1月 10日（水） 

午前 10時～ 

役場分庁舎 

多目的室 
評議員 11名 

・令和５年度資金収支補正予算（案）の承 

 認について 

第４回 
3月 27日（水） 

午前 10時～ 

役場分庁舎 

多目的室 
評議員 12名 

・令和５年度資金収支補正予算（案）の承 

 認について 

・令和６年度事業計画（案）の承認につい 

 て 

・令和６年度資金収支当初予算（案）の承 

 認について 

 

（２）監 査 

監 査 名 開催日時 出席者 監 査 事 項 

監事監査 
5月 12日（金） 

午前 10時～ 
監事 2名 

・令和４年度事業執行状況について 

・令和４年度経理状況について 

・財産管理について 

内部会計監査 

4月 26日(水) 

7月 26日(水) 

10月 25日(水) 

1月 29日(月) 

内部監査 

担当理事 

・予算執行状況について 

・預金口座及び小口現金残高の確認に 

 ついて 

 

（３）会長・副会長会議の開催 

   ・翌月の事業等について、毎月１回の開催 

（4/26  5/29  6/29  7/26  8/28  9/25  10/25  11/28  12/25  1/29  2/26  3/25） 

    

（４）関係機関団体との連絡調整 

    関係福祉団体の運営協力と活動支援を行い、各団体との連携を図った。 

① 酒々井町社会福祉施設協議会の事務局として庶務、会計業務を行った。 

・酒々井町社会福祉施設協議会総会を行い、災害時の対応について意見交換を行った。

（6/29 エコトピア酒々井） 

・福祉人材確保の取り組みについて検討した。 

  ② 民生委員児童委員関連業務 

   ・毎月の定例会又は班会議・役員会に出席し、情報交換と連絡調整を行った。 

 

 

   



 

（５）職員研修の実施・事務局機能の強化 

  ① 職員研修（外部研修） 

   ア 共同募金会事業関係 

   ・事務担当者会議   4/24、8/25 

・支会担当者勉強会 4/28、8/9、1/29 

・支会事務局長会議 7/6、3/4 

   ・印旛ブロック会議 2/1 

     

   イ 日常生活自立支援事業関係 

   ・日常生活自立支援事業連絡会議 7/26（オンライン）、3/1（オンライン）    

・現任専門員研修会 9/27 

・日常生活自立支援事業専門員実践力強化研修会（初任者研修）11/28（オンライン） 

・日常生活自立支援事業生活支援員・担当者等研修会 1/29 

        

   ウ 生活福祉資金関係 

・生活福祉資金貸付新任担当・相談員研修会 5/24、6/16、6/27 

・生活福祉資金担当者会議 6/15（オンライン）、11/29（オンライン） 

 

   エ 日本赤十字社事業関係 

   ・印旛地区赤十字連絡協議会（7/7、2/26） 

・千葉県赤十字奉仕団創設 75周年記念大会 11/7 

   ・赤十字のつどい東部ブロック大会 11/26 

・地区・分区事務委員連絡会議 2/22 

 

   オ ボランティア関係 

・地域福祉・ボランティア担当者研修会 2/2 

・大学生等学生ボランティア・ボランティア担当職員・市町村社会福祉協議会担当  

職員情報交換会 3/7（オンライン） 

 

   カ 人権教育セミナー  11/22、12/7 

 

   キ 会長・事務局長関係 

・市町村福祉担当課長・社協事務局長合同会議 5/26（オンライン） 

・市町村社会福祉協議会事務局長会総会及び第 1回研修会 7/10 

・市町村社会福祉協議会事務局長会第２回研修会 11/15 

・印旛ブロック市町社協会長・事務局長会議 2/19 

 

  ク その他研修 

・第５９回関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会 7/6、7/7 

・令和５年度情報発信力強化セミナー 8/7 

・中核地域生活支援センター大会 2023 8/21（オンライン） 

・地域意見交換会 兼 印旛圏域就労会議 9/25（オンライン） 

・成年後見制度利用促進体制整備地区別意見交換会（印旛地区） 10/10 

・認知症サポーター養成講座 10/11 



 

・成年後見制度利用促進セミナー 10/25 

・第７３回千葉県社会福祉大会 11/14 

・２市１町社会福祉協議会佐倉青年会議所合同防災事業 11/17 

・千葉社協職員連絡協議会 階層別研修 11/27 

・ホッとつながるフェスタ２０２３ 12/1 

・第 19回房総（印旛地区）地域福祉実践研究セミナー 12/16 

・被災地社協と支援者からの現地報告会 1/26 

・社協職員ネットワークづくり研修会 1/30 

・淑徳大学相談援助実習報告会 2/3 

・令和５年度千葉社協職員連絡協議会一般研修会  2/13  

・令和５年度 CSW育成研修フォローアップ研修  2/19 

・中核地域生活支援センター連絡調整会議 2/20 

・Ｋ－ねっと全国セミナー 2/26（オンライン） 

・令和５年度災害ボランティアセンター運営スタッフ研修 3/6（オンライン） 

・地域ケア推進会議 3/14 

・佐倉市災害ＶＣネットワーク会議  3/18 

・市町村長申立て研修会 3/29（動画視聴）        

② 事務局会議の開催 

   職員間の意思の疎通と共通理解の促進及び意見交換を目的に１２回行った。 

   （4/10 5/8  6/5  7/5  8/7  9/6  10/5  11/6  12/6  1/10  2/5  3/4） 

 

（６）新型コロナウイルス感染症に係る感染防止対策 

   ・事務室内の換気や一日２回の消毒作業を実施した。 

・来訪者への対応として窓口及び相談時の机に消毒液とアクリル板を設置した。 

 

２．自主財源の確保 

（１）会 費 

    会員が納入する会費は本会活動の貴重な自主財源であるため、社会福祉協議会の説

明並びに会費の使われ方のＰＲに努めた。 

① 会員数および会費収入金額 

会員区分 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

一般会費 

協 力 

世帯数 

２，６６６世帯 

（加入率 26.9％） 

２，７８７世帯 

（加入率 28.6％） 

２，８５６世帯 

（加入率 29.4％） 

金額 １，３３３，０５０円 １，３９３，５９０円 １，４２７，７５０円 

特別会費 

件数 ３０６件 ２９８件 ３１０件 

金額 ８４２，０００円 ８０８，０００円 ８４４，０００円 

井戸っこ会費 
口数 １１口 ２３口 ８口 

金額 ５，５００円 １１，５００円 ４，０００円 

合  計 
２，９８３世帯・件・口 ３，１０８世帯・件・口 ３，１７４世帯・件・口 

２，１８０，５５０円 ２，２１３，０９０円 ２，２７５，７５０円 

※特別会費協力者に対して「特別会員証」を交付した。 



 

② 自治会・自治会長への説明 

行政協力会議において説明することとしていたが中止となった。 

 

（２）チャリティー事業（令和３・４年度ふるさとまつり中止） 

事 業 名 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

チャリティバザー １４６，１６９円 ― ― 

 

（３）共同募金運動 

募 金 名 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

赤い羽根共同募金 １，４１０，８８８円 １，３１８，７９８円 １，３９０，２８０円 

歳末たすけあい募金 ７１３，２０４円 ８０１，７５４円 ７６６，９００円 

  

（４）「ふくしの箱」・寄附金の状況 

種 別 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

ふくしの箱 
１９か所 １８か所 １８か所 

４０，１６２円 ７２，１６９円 ５５，９６２円 

一般寄附金 
５４件 ５３件 ５０件 

５３６，８０９円 ４７６，５１７円 ７１１，２７０円 

社会福祉振興基金 

積立金寄附金 

   

                       

（５）社協しすい広告掲載料      ６社   １２０，０００円 

 

（６）自動販売機（４台）設置収益       ２９１，２０２円 

 

３．広報事業 

（１）社協広報紙「社協しすい」を４、７、１０、１月の各１日に発行した。 

    発行部数   ５，２５０部 

 新聞折込み数 ４，９５０部 

 

（２）ホームページ・SNSでの情報提供 

ホームページの内容の充実を図ったほか、Facebook、X（旧 twitter）等の SNS（ソ 

ーシャルネットワーキングサービス）を活用し、幅広い年齢層への情報提供を行った。 

 

４．ボランティア活動の推進と育成 

（１）ボランティア活動の推進 

 酒々井町ボランティア協議会に登録されているボランティアは、７グループ１２８ 

名、個人１５名（内 災害ボランティア２名）の計１４３名で福祉ニーズに応じ、そ 

れぞれの活動を行った。 

 

 



 

① 給食サービス「菜のはな会」 

    調理に携わるボランティア３８名（栄養士１名を含む）は３班に編成されてお 

り、配食ボランティアとして活動している会員は６名である。 

② 朗読奉仕グループ「虹」 

会員１０名で、目の不自由な方等に社会福祉協議会広報紙「社協しすい」、町広   

報紙「ニューしすい」等をＣＤに録音し、配布した。 

③ 手話を学ぶ会「仲間」 

    会員２２名で、聴覚障害者の方との交流を深めるとともに、手話技術の向上と普及 

に努めた。 

④ 明るい社会づくり推進協議会酒々井支部 

会員１８名で、使用済切手の整理、また地域の美化運動としてゴミ収集活動、小中学 

生を対象としたポスター作品展を実施した。 

  ⑤ 更生保護女性会 

    会員７名で、女性の持つ温かさや細やかさを活かし、犯罪予防と非行に陥った青少年 

の更生保護活動として、しおりの配布や施設へのバレンタインチョコの配布を行った。 

また、子育て世帯を対象にミニ集会を開催した。 

  ⑥ 傾聴ボランティア「かざぐるま」 

    会員１２名で例年は特別養護老人ホーム「エコトピア酒々井」を訪問しての活動や毎 

月第１金曜日のふれあいサロン「かざぐるま」及び出張サロンに協力している。 

感染症に配慮し、規模を縮小して活動した。 

 ⑦ 住みよい酒々井をつくる防災の会 

    千葉県災害コーディネーター養成講座修了者及び防災士資格者の会員１５名が、 地 

域の防災講座等で講師や指導を行った。 

 

（２）ボランティア協議会活動の推進 

 ① 運営委員会の開催   １２回（うち５月は総会） 

  ② 広報委員会の開催    ２回 

  ③「千葉県ボランティアのつどい」の周知（２月１２日、１３日開催 １名参加） 

  ④ 視察研修の開催 

   町内ボランティアの交流及び意欲向上を図るため開催した。 

   視察場所：羽田空港第３ターミナル、東京臨海防災公園（そなエリア東京） 

   参加者数：２３名 

 

（３）ボランティア入門・専門養成講座の開催 

  講 座 名 開 催 日 場  所 参加者数 

夏休み！親子 
ボランティア講座 
（※社協と共催） 

８月 ３日（木） 
９日（水） 

中央公民館 
延べ 
４６名 

中学生・高校生向け 
ボランティアスクール 
（※社協と共催） 

８月中 
（延べ１０日間） 

中央公民館 
宗吾霊堂周辺 
大ちゃん学童 

クラブ 

延べ 
３９名 



 

なるほど！講座 
～精神疾患について～ 

１０月１８日（水） 中央公民館 ２２名 

耳が聞こえない方との 
接し方講座 

 ２月 ７日（水） 中央公民館 １５名 

防災講座 ３月１６日（土） 中央公民館 ３８名 

 

５．ワンコインサービス事業 

  高齢者や障がい者等のいる世帯で、日常生活の「ちょっとした困りごと」を、地域の 

登録ボランティアが代わりに行う有償のボランティアサービスを行った。 

ボランティア登録者数 利用回数 サービス内容 回 数 

４８名 

(内、活動者５名） 
２７７回 ごみ出し ２７７回 

 

６．ふれあいサロン事業 

   傾聴ボランティア「かざぐるま」の協力により、誰もが気軽に集まり、楽しく交流で 

きる場『ふれあいサロン「かざぐるま」』を提供した。 

（１）ふれあいサロン「かざぐるま」の開催（毎月第１金曜日） 

開催回数 全１２回    利用者数 延べ１４３名 

 

（２）出張サロンの開催 

開催日 開催場所 利用者数 内容 

９月１５日（金） 
東酒々井 

コミュニティ 
センター 

１２名 
・ふれあいサロン 

・ミニ講座「フレイル予防」 
（地域包括支援センター） 

 

７．在宅福祉推進事業 

 （１）生活援助用具の貸出し 

車いす 電動ベッド シルバーカー 松葉杖 四点杖 杖 歩行器 合 計 

３３件 ３件 ３件 ０件 １件 ５件 １件 ４６件 

 

（２）生活援助用具購入助成 

    介護認定等を受けている方で生活に必要な補助用具の購入に対し、１世帯につき年

１回助成（限度額５万円補助率２/３）するもの。（※令和５年度は助成申請者無し） 

助成件数 助成内容 助成金額 

０件 ―             ０円 

 

 

 



 

（３）給食サービス 

    ひとり暮らし高齢者を中心とした、７５歳以上の食事の支度が困難な方に対し、ボ

ランティア団体「菜のはな会」により、毎月第１、３、４木曜日に手作りの昼食を配

布した。 

  令和５年度 令和４年度 令和３年度 

対 象 者 ５９名 ５７名    ― 

配食回数 ３１回 ３１回    ― 

配 食 数 １，５６１食 １，４９９食    ― 

利用負担額 ３１２，２００円 ２９９，８００円    ― 

 

（４）ひとり暮らし高齢者への「年賀状」の送付 

ひとり暮らしの高齢者に有志ボランティアが作成した年賀状を送付することで、    

孤独感の解消や「何か困ったときの相談機関」としての社会福祉協議会の認知度の向

上を図った。 

    対象：町内在住の７５歳以上の高齢者で、歳末おせち配布者  

実績：計 ２３０名 

 

（５）朗読サービス 

    ボランティア団体朗読奉仕グループ「虹」により、目の不自由な方等に社協の      

広報紙、町広報紙等をＣＤに録音し、配布した。 

対象者   ３名 

録音回数 ２０回（社協しすい ４回、広報ニューしすい １２回、議会だより ４回） 

  

８．高齢者福祉事業 

高齢者が健康で豊かな生きがいのある生活を送れるよう支援することとして諸事業を  

支援した。 

（１）水仙クラブ連合会事務局の運営   

    ① 町水仙クラブ連合会事業 

      クラブ数 １８クラブ・会員数 ２７８名 

主な事業：作品展、ハイキングの実施、総会、役員会の開催 

    ② 印旛地区高齢者クラブ連合会事業への参加 

    ③ なのはなシニア千葉（千葉県老人クラブ連合会）事業への参加  

 

（２）老人福祉大会の開催 

９月１８日の敬老の日に町との共催により開催予定であったが、会場の都合により

８８歳顕彰のみとなった。 

 

（３）８８歳長寿者の顕彰 

   老人福祉大会に併せて８８歳長寿者をお祝いし、記念品を１１８名に贈呈した。  

 

 



 

９．児童福祉事業 

   町子ども虐待防止対策協議会との連絡調整や実務者研修（6/22、10/17、2/19）に参加

し、関係機関との連携を図った。 

    

１０．障がい者（児）福祉事業 

   障がい者（児）の福祉の増進と障がい者（児）に対する正しい理解の普及に努めた。 

（１）町心身障害者福祉会事務局の運営 

    町心身障害者福祉会事業の開催 主な事業：総会の開催 

    ※総会において、役員選出が困難となり休会となった。 

 

 （２）「手をつなぐ親の会」の活動支援 

    クリスマス会等の活動を支援した。 

 

 （３）「ひなげしの会」の開催 

    例年町内の障がいのある方同士の交流を深めるための交流会を開催した。 

 7/29 ２０名参加 

  

１１．福祉教育の推進  

   夏休みにボランティアスクールを開催し、児童、生徒が福祉に対する関心と正しい   

理解を深めてもらうための支援を行った。 

（１）夏休み！親子ボランティア講座（町内在住在学の小学生の親子対象） 

開 催 日 参加者 講師 内    容 

８月 ３日（木） ２３名 
順天堂大学 
松山ゼミナール学生 

チャレンジ！パラスポーツ運動会 
（シッティングバレーとボッチャの体験） 

８月 ９日（水） ２３名 

栄養士  

小別当 ひろ子さん 
（協力：菜のはな会） 

つくってみよう！からだにやさしい 

おべんとう（給食サービス調理体験） 

 

 （２）中学生・高校生向けボランティアスクール（町内在住在学の中学生及び高校生対象） 

開 催 日 参加者 場 所 内容（協力団体名） 

８月 ４日（金） ３名 中央公民館 
傾聴ボランティア体験 

（ふれあいサロン「かざぐるま」） 

８月 ５日（土） ３名 中央公民館 
子育て支援事業「ミニ集会」のお手伝い 
（更生保護女性会） 

８月 ７日（月） 
   ８日（火） 

延べ 
９名 

大ちゃん 
学童クラブ 

学童保育ボランティア体験 
（大ちゃん学童クラブ） 

８月１０日（木） 

  ２４日（木） 

延べ 

１０名 
中央公民館 

手話勉強会への参加（手話を学ぶ会「仲

間」） 

８月１７日（木） 
  ２４日（木） 

延べ 
４名 

中央公民館 
給食サービス調理ボランティア体験 
（給食サービス「菜のはな会」） 



 

８月１９日（土） １名 中央公民館 
防災勉強会への参加 

（住みよい酒々井をつくる防災の会） 

８月２６日（土） ９名 宗吾霊堂周辺 
環境美化活動への参加 

（明るい社会づくり推進協議会） 

 

１２．ひとり親家庭支援事業   

白ゆり会と協力し、ひとり親家庭同士の交流を深めるための事業を行った。 

（１）白ゆり会（町母子寡婦福祉会）活動への支援 

 

 （２）クリスマス会の実施 12/17 ２０名参加 

  

１３．共同募金事業 

   広く社会福祉事業に対する住民の意識を高めるとともに、地域自治会の協力により募

金を実施し、配分した。 

（１）赤い羽根共同募金運動の実施 

    １０月から１２月に自治会を経由し、１世帯５００円を目安に募金の協力をお願い

した。 

    また、酒々井町役場での職域募金、酒々井町赤十字奉仕団及び大室台小学校児童の

協力により、共同募金運動の周知と併せて街頭募金を実施した。 

実 施 日 実施場所 街頭募金活動協力者 実   績 

１０月 ２日（月） 
ＪＲ酒々井駅 

京成酒々井駅 

酒々井町赤十字奉仕団 
（１６名参加） 

順天堂大学学生（４名） 

ナ リ タ ヤ ： ９，６５３円 
タ イ ヨ ー ：１５，０７５円     

ＪＲ酒々井駅： ８，４０７円      
京成酒々井駅： ６，５０７円 

  
１０月２０日（金） 

   ２３日（月） 
 

大室台小学校 

校門前及び 
各教室 

大室台小学校 

学校生活委員会の児童 
６，３３１円 

 

（２）歳末たすけあい募金運動の実施と配分 

    １２月に自治会を経由し、１世帯２００円を目安に募金の協力をお願いした。 

〔配 分〕 

① ７５歳以上ひとり暮らし世帯へのおせち料理の配布          

２３０名    ８２０，０６５円 

② 社会福祉法人へ歳末見舞金を配布  

      ２法人  計 １００，０００円 

③ 町内団体等が実施する歳末事業への助成 

２団体  計  ６０，０００円 

④ 歳末相談事業           

３回（弁護士、専門相談員等） １２１，０００円 

 
 

 



 

１４．善意銀行貸付事業 

   他の援助を受けられない生活困窮者等のため、一時的なつなぎとして当社会福祉協議

会独自の資金の貸付を行った。 

また、償還金滞納者に対して、債権回収の強化とともに生活困窮出張相談日に生活相

談会を開催した。 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

相談件数  １９件  ３０件 ３４件 

貸付件数  １３件  １３件 ２３件（特例７件） 

貸付金額 ５５０，０００円 ３９８，０００円 
１，０１３，０００円 

（特例 310,000円） 

 

１５．心配ごと相談・法律相談事業 

 （１）相談事業 

   毎週木曜日を相談日とし、第２・４木曜日は、法律相談として弁護士により、第１・ 

３・５木曜日は、心配ごと相談として専門相談員、民生委員による相談を行った。 

相 談 名 令和５年度 令和４年度 
令和３年度 

(内 電話相談としての実施) 

法 律 相 談 
２２日 ２１日 １９日（５日） 

９１件 ７６件 ６９件（１５件） 

心配ごと相談 
９日 １１日 １１日（２日） 

９件 １６件 １６件（２件） 

 

 （２）印旛ブロック市町相談事業運営研究協議会 

   印旛管内の社会福祉協議会が実施する心配ごと相談所の運営上の諸問題について研究 

協議するとともに、管内社会福祉協議会の連携を密にし、円滑な運営を行うため開催さ 

れた。（12/18 民生委員児童委員２名参加） 

 

１６．日本赤十字社酒々井町分区事業 

   赤十字思想の普及に努めるとともに、赤十字事業の基盤である活動資金の募集を地域

自治会に協力を依頼した。併せて高額協力者には、団員が訪問による活動資金の募集を

行った。 

   また、活動資金募集実績に応じ、日本赤十字社千葉県支部から「優良奉仕団表彰」を

受賞した。 

（１）活動資金募集運動（５～６月）実績額 

募 金 名 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

一般協力者 １，２０４，９５０円 １,２２２,１２０円 １,２９６,７５０円 

高額協力者 
  ３７１，０００円 

個人 154件・法人 57件 

 ３７１,５００円 

個人 153件・法人 58件 

５７４,０００円 

個人 157件・法人 58件 

 

（２）街頭募金活動の実施 

  令和６年能登半島地震災害義援金の受付及び赤い羽根共同募金運動に協力した。 

 



 

（３）赤十字奉仕団との連絡調整 

    ① 赤十字活動資金募集に係る打合せ会議（4/25） 

    ② 赤十字活動事業参加者募集等打合せ会議（8/25） 

   ③ 社会福祉協議会特別会費募集に係る打合せ会議（11/24） 

 

１７．町受託事業   

（１）介護支援ボランティア事業 

   ６５歳以上の方が施設等でのボランティア活動を通じて地域貢献することで、高齢  

者自身の介護予防の推進と、いきいきとした地域社会づくりを目的とした事業であり、

管理機関としての業務を実施した。感染症を考慮して活動を控える人が多く、活動者は

なかった。 

① 介護支援ボランティアの登録並びにカードの交付及びボランティア保険の加入 

登録者数 内 訳 

３０名 
男性：１２名 

女性：１８名 

 ② 介護支援ボランティア評価ポイントの管理 

活動者数 延べ活動日数 活動実績 評価ポイント数 

０名 

男性： ０名 
女性： ０名 

０日 ０回 ０ポイント 

    ③ 介護支援ボランティア制度説明会及び研修会の開催に協力     

開催日時 場 所 参加者数 内   容 

３月１１日（月） 

午後１時３０分～ 

役場分庁舎 

多目的室 
９名 

・介護支援ボランティア制度の説明 
・介護支援ボランティア制度研修会 

「認知症サポーター養成講座」 
（講師）酒々井町地域包括支援センター 

 

（２）放課後児童クラブ事業 

放課後に保護者が就労などにより家庭にいない児童に適切な生活の場を与え、その  

健全な育成を図ることを目的に、酒々井町から業務を受託し運営した。 

※嘱託職員等の雇用、賃金や社会保険等の管理、保育料又は委託料等の収入や事業費 

支出等の予算管理 

・児童クラブ名      大ちゃん学童クラブ 

・所 在 地   酒々井町尾上２－２  （大室台小学校内） 

・開  所  時  間     月曜日～金曜日     授業終了～午後７時 

            土曜日・学校休業日    午前７時 30分～午後 7時 

   ・年間登録児童数 ７３名 

・年間開所日数 ２８７日 

    （内訳） 平  日 ２３４日 土曜日 ５３日 

         （長期休暇  ５３日：４月春休み７日、夏休み３３日  

冬休み８日、３月春休み５日）    



 

・支 援 員 数   嘱託職員（常勤４名）非常勤職員（１０名） 

（内有資格者５名） 

・支援員の研修   放課後児童支援員認定資格研修（修了者 1名）  

   ・行事実施状況   歓迎会、夕涼み会、クリスマス会、ハロウィン、避難訓練、 

節分等季節の諸行事を実施した。 

 

１８．県社会福祉協議会受託事業 

（１）生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金貸付事業 

低所得世帯、障がい者世帯等の経済的自立と更生意欲の助長促進を図り安定した生

活が営まれることを目的とした貸付を行った。 

    また、滞納者に対して、千葉県社会福祉協議会職員同席のもと生活相談会を開催し

た。 

（通 常） 

相談件数 貸付件数 貸 付 金 額 貸 付 資 金 種 別 

２８件  ３件 ３２６，３００円 

緊急小口資金２件   ２００，０００円 

福祉費（生活必需品購入費）１件 

                     １２６，３００円 

（コロナ特例債権管理） 

償還免除申請 償還猶予申請 滞納者への連絡 滞納者への訪問 その他対応 

１５件 ４件 ５件 １件 １３件 

（生活相談会） 

該当者 当日の面接 別日の面接 連絡のみ 

１０件 １件 １件 ３件 

 

（２）日常生活自立支援事業 

    在宅で日常生活を送る上で、判断能力が十分でない高齢者や障がいのある方の金銭  

管理、財産管理を行うとともに、関係機関との連絡調整を行った。 

また、成年後見制度に関する相談、助言を行った。 

相談件数 １３件 ・ 新規契約者 ４名 ・ 解約者 ６名 

利用者数 利用者内訳 
支援員数 

専門員数 
支援回数 支援時間 支援内容 

２９名 

(内生活保護

者数 17名) 

高齢者 １８名 

知的障がい３名 

精神障がい３名 

その他  ５名 

支援員 ３名 

(登録のみ２名) 
   26回 約 44時間 

・福祉サービス利用 

 援助（必須） 

・財産管理（27名） 

・財産保全（4名） 
専門員 ５名 331回 約245時間 

① 生活支援員内部研修の実施  

「楽しく学べる！初めての成年後見講座」視聴及び意見交換 

  （3/29 参加者４名［専門員２名、生活支援員２名］） 

   ② 担当者会議の開催 

     毎週月曜日に内部専門員間の情報共有を目的に担当者会議を開催した。（年 46 回） 

 



 

１９．しすい健康ふくしフェスティバル   

 地域の住民の健康や福祉に対する意識の高揚を図るとともに、子どもから高齢者まで

の   多世代交流を目的とした「しすい健康ふくしフェスティバル」を町との共催で開催

を予定していたが、会場の都合により中止とした。 

  

２０．災害（防災）に関する事業 

 （１）義援金・救援金の受付（日本赤十字社千葉県支部へ送金） 

 ・ウクライナ人道危機救援金          ８件     ９０，７３３円 

 ・令和６年能登半島地震災害義援金(窓口受付) ４２件   ８１６，８７７円 

                                 （街頭募金）４か所   １４４，４１０円 

                        合計 １，０５２，０２０円  

 

 （２）災害時要援護者支援ボランティア会（災援会）の運営 

 

 （３）防災講座への協力（主催：酒々井町ボランティア協議会） 

    日 時：３月１６日（土） 

    会 場：中央公民館 講堂 

    講 師：住みよい酒々井をつくる防災の会 

    内 容：講演「自分を守るカンタン防災」 

ワークショップ「新聞紙スリッパ」「ビニール袋で作る防寒具」 

        防災備蓄品の展示、紹介、非常用保存食の試食 

    参加者：３８名 

  

２１．酒々井町地域福祉推進委員会 

令和５年度からスタートした第３期地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進と評価を

行うため、１９名の推進委員による委員会を開催した。（12/19、2/14） 

 

２２．その他 

 （１）生活支援体制整備事業協議体への参加（7/25 2/22） 

    地域包括ケアシステムの推進に向け、町が設置する生活支援体制整備事業の協議体

に参加し、地域福祉推進のための話し合いを行った。 

 

 （２）生活困窮者自立支援事業との連携 

   ① 毎月開催される支援調整会議に出席し情報共有を図るとともに、さかえ・しすい   

ワーク・ライフサポートセンターと連携して生活困窮者に対して資金の貸付や物品の 

提供、フードバンクによる食品の提供等の支援を行った。 

    (支援調整会議：4/11 5/9 6/13 7/11 8/8 9/13 10/10 11/14 12/14 1/12 

2/13 3/11） 

② 生活困窮者の早期発見を目的として、さかえ・しすいワーク・ライフサポートセン 

ターによる出張相談が、毎月第１・３火曜日に社協事務室で実施された。また、第３ 

火曜日にはハローワーク成田の就職支援員も同席し就労相談が行われた。 

      出張相談実施日数：２３日  相談件数：３３件 

  



 

（３）しすい青樹堂１１期生講座 

    青樹堂受講生に社会福祉協議会の事業説明を行った。 

  

（４）フードドライブへの協力 

    フードバンクちばが実施するフードドライブに協力し、食品の受け取り窓口と    

なって住民から寄附された食料品等を預かり、フードバンクちばへ届けた。 

    寄付受付：６０件 困窮者等への配布：３１件 

子ども食堂への提供：米 180㎏、ゼリー・お菓子等 

  フードバンクちばへ送付：136.6㎏（お米、非常用保存食、缶詰等） 

 

（５）「フードパントリーinしすい」の開催 

    物価高騰や収入の減少等で家計負担が大きくなっている中で、生活の不安を軽減し、

子育て世代を応援するために、住民から寄附されたお米をはじめとした食料品や文房

具を無償で提供した。 

 実施期間：１２月１７日（日）～１２月２８日（木） 

対  象：中学生以下の子どもを養育する世帯（先着１００世帯）  

      ※児童扶養手当受給世帯には、先行して事業を周知した。 

配布場所：中央公民館 講堂（１７日のみ）、社会福祉協議会窓口 

配布物資：白米５kg、お菓子のつかみ取り、文房具、にんじん 他 

実  績：９５世帯 

 

（６）新型コロナウイルス感染症に係る対応 

 酒々井町新型コロナウイルス感染症対策本部会議にオブザーバーとして出席し、行政

との情報共有を図った。（１回開催 5/2） 

   新型コロナウイルス感染症の位置付けが第５類感染症に変更となり、５月８日以降

事業者が自主的に判断して事業に取り組むこととなった。 

 



 

令和５年度 デマンド交通（しすいふれ愛タクシー）事業報告 

 

１．しすいふれ愛タクシー運行実績 

 運行地域  町内全域およびさくら斎場（佐倉市） 

日医大千葉北総病院（印西市）、成田赤十字病院（成田市） 

運行時間  午前８時から午後５時まで 

 

登録者数   

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

登録世帯数 

（登録率） 

３，３７７世帯 

（３３．９％） 

３，３２０世帯 

（３３．８％） 

３，２７１世帯 

（３３．６％） 

登録人数 

（登録率） 

８，０９１名 

（４０．２％） 

８，００２名 

（３９．７％） 

７，９０１名 

（３９．０％） 

利用者数   

  令和５年度 令和４年度 令和３年度 

運行日数 ２４３日 ２４３日 ２４２日 

利用者数 １１，３４７名 １１，０３８名 １０，２４８名 

１日平均 ４６．７名 ４５．４名 ４２．３名 

 

利用回数（上位３位まで） 

【乗車場所】           【降車場所】 

①せんどう  １，４１６回    ①成田赤十字病院    １，０８９回 

②トライアル   ２８７回    ②しすい整形クリニック   ８８６回 

③成田赤十字病院 ２３０回    ③京成酒々井駅東口     ６０４回 

 

２．スクールバス運行実績 

 運行地域  伊篠・伊篠新田地区、上岩橋地区一部、馬橋・ネオポリス地区 

運行時間  登校：午前７時２０分から午前８時まで 

下校：酒々井小学校の下校時刻による 

 利用者数   

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

運行日数 ２００日 １９６日 １９６日 

利用者数 １０，７６８名 ９，４９８名 １０，０１６名 

対象児童人数 ３８名 ３４名 ３４名 

 

３．利用券販売実績 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

一般利用券 ３，８５５冊 ３，８０４冊 ３，５３９冊 

 

４．しすいふれ愛タクシーに係る意見交換会（町主催） 

令和５年１１月２２日（水）  

運行事業者、町関係課及び社会福祉協議会によるデマンド交通事業に関する現状や課題、 

今後の運行の在り方に対する意見交換会に出席した。 



 

 

５．その他 

  東日本電信電話（株）から提供されていたデマンド交通システムのサービス終了に伴い 

町と協議し、令和６年３月２９日（金）より新システムを導入した。 

 ・サービス提供事業者：ゼンリン（株） 

 ・システム名：スマート・デマンド交通システム  

 



 

  

令和５年度 デマンド交通（しすいふれ愛タクシー）事業報告 

 

１．しすいふれ愛タクシー運行実績 

 運行地域  町内全域およびさくら斎場（佐倉市） 

日医大千葉北総病院（印西市）、成田赤十字病院（成田市） 

運行時間  午前８時から午後５時まで 

 

登録者数   

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

登録世帯数 

（登録率） 

３，３７７世帯 

（３５．５％） 

３，３２０世帯 

（３３．８％） 

３，２７１世帯 

（３３．６％） 

登録人数 

（登録率） 

８，０９１名 

（４０．２％） 

８，００２名 

（３９．７％） 

７，９０１名 

（３９．０％） 

利用者数   

  令和５年度 令和４年度 令和３年度 

運行日数 ２４３日 ２４３日 ２４２日 

利用者数 １１，３４７名 １１，０３８名 １０，２４８名 

１日平均 ４６．７名 ４５．４名 ４２．３名 

 

利用回数（上位３位まで） 

【乗車場所】           【降車場所】 

①せんどう  １，４１６回    ①成田赤十字病院    １，０８９回 

②トライアル   ２８７回    ②しすい整形クリニック   ８８６回 

③成田赤十字病院 ２３０回    ③京成酒々井駅東口     ６０４回 

 

２．スクールバス運行実績 

 運行地域  伊篠・伊篠新田地区、上岩橋地区一部、馬橋・ネオポリス地区 

運行時間  登校：午前７時２０分から午前８時まで 

下校：酒々井小学校の下校時刻による 

 利用者数   

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

運行日数 ２００日 １９６日 １９６日 

利用者数 １０，７６８名 ９，４９８名 １０，０１６名 

対象児童人数 ３９名 ３４名 ３４名 

 

３．利用券販売実績 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

一般利用券 ３，８５５冊 ３，８０４冊 ３，５３９冊 

 

 

４．しすいふれ愛タクシーに係る意見交換会（町主催） 

令和５年１１月２２日（木） 意見交換会に参加 



 

５．その他 

  東日本電信電話（株）が提供していたデマンド交通システムのサービス終了に伴い 

町と協議し、令和６年３月２９日（金）より新システムを導入した。 

 ・サービス提供事業者：ゼンリン（株） 

 ・システム名：スマート・デマンド交通システム  

 

 

 



 

 

令和５年度事業報告において、社会福祉法第４５条の２７第２項に規定する附属明細書に

ついては、同法施行規則第２条の２５第３項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な

事項」が存在しないので作成していない。 

 

 令和６年５月 

 

社会福祉法人 酒々井町社会福祉協議会 

 


